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1.はじめに
現在, 日本の大学では,大衆化に伴い,多く
の問題が発生している。特に,大学の重要な機
能の一つである「教育」においては,従来のカ
リキュラムや教授法をもってしては甚だ不十分
であり, これらを緊急に改善する必要に迫られ
ている。この背景となる要因は種々あるであろ
うが,その主なるものは「学生の多様化」であ
る。
この「学生の多様化」は,「学力の多様化」と
「勉学意欲の多様化」の二つの面から捉える必要
がある。大学の大衆化に伴う教育上の問題は,こ
の二面を持つ学生達の出現であろう。この学生
達を大学の場でどのように受け入れ, どのよう
に指導していくかということが, これからの大
学教育における課題といわねばならない。
今日の学生は,単に知識・技術の修得や高度
な教養を身につけることだけを目的として大学
に入学してきているとは限らない。社会に出る
前の暫定的猶予期間を過ごす場として,大学を
捉える見方もかなリー 般的となっている。学生
の大学進学の目的は,必ずしも切確に定まって
いるとは言えないのである。「先のことはともか
く,まず大学に入ってから……」という学生が
かなりの割合を占めてお り,「ただ何となく
……」大学に入ってきた学生も決して少なくは
ない。つまり,学生は大学進学時に自らの方向
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をある程度定め,それなりの教育を受ける準備
も自ら行っている, という従来から考えられて
いた大学教育の前提は, もはや通用しないと言
わねばならない。学生のこのような多様化に対
して,現在行われている,または従来から行わ
れてきた大学教育では不十分である。が, しか
し教師の偵」はこれをあまり大きく変えてはいな
いと言えるであろう。
また,現在の大学では,「多人数教育」を避け
られない状況にある。そして将来もこの傾向は
変らないであろう。このことも問題の矛盾を拡
大し,教師に無力感を抱かせる要因となってい
る。このような環境の中で,いろいろと考えを
めぐらし,様々 な教育問題に対応すべく苦悩し
ているのが大学教師の現状であろう。
大学教育についての前述したような問題から
教師自身が目を放しているとするならば,実際
に批判されているように,それは「教育の不在」
である。大学の大衆化が現実のものであり,学
生の多様化がますます増大するのであれば,教
師は従来の大学教育に固執せず, より良い方策
を探求すべきであろう。
新制大学の理念が,研究・教育を含めて人間
形成の場であるとするならば,今日の大学教育
の実態はあまりにも理念から遠いと言わねばな
らない。大学教育に携わることを通して,社会
的責任を担っているのがわれわれ大学教師であ
るならば,教師自らが大学教育の現状を改善す
べ く,行動すべきであろう。
大学教育についての研究は,小・中 。高の教
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